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研究実績 

の概要 

本研究は、愛媛県東部（東予地域）での調査をもとに、地域の人々に経験された学校か

ら社会へ、子どもから大人への移行（トランジション）の実態を明らかにすることを目的

とした。 

本年度は、東予地域の一つである新居浜市で伝統的に行われている「太鼓祭り」に参加

し、祭りという地域文化を通した学校・労働・地域のつながりについて調査した。本調査

の中間成果報告会として、3月に市民向けの報告会を現地で開催している。以下、報告会

の概要を示すことで、本研究の実績とする。 

報告会ではまず、新居浜市の地域的な特徴を概観した。 

 

図１：新居浜市出身者による新居浜市のイメージ 

 

出所）『新居浜市出身者等意向調査報告書』、p.10（https://www.city.niihama.lg.jp/uploaded/attachment/3994.pdf、

2023年3月22日最終閲覧） 

 

図1で示されているように、新居浜市は自他ともに認める「住友」と「祭り」の土地で

ある。それは就職先にも顕著に反映されており、男子の高卒就職率が全国平均を上回って

おり、近年も上昇傾向にある。つまり、新居浜の男性を中心に地元に留まって就職し、地

域を支える労働者になっていく過程があるのである。 

※ 次ページに続く 



 

研究実績 

の概要 

こうした地域に留まる人々の楽しみの一つに「祭り」は位置づいており、新居浜市内の

地区が保有する太鼓台台数も上昇傾向にある。さらに、進路形成過程においても「祭りに

参加できるかどうか」は重要な指標となっており、労働の論理にも祭りの論理が組み込ま

れている。つまり、地域文化である「祭り」に熱中する人々が一定数新居浜に存在するの

である。 

太鼓祭りの花形である「太鼓台」の運行に女性と子どもは関わることが出来ない。その

ため、こうした地域の伝統的な祭りは男性だけが熱中していると予測できる。だが、新居

浜については「おなかに居る時から太鼓の音を聞いている」という語りに代表されるよう

に、新居浜で暮らし、育ちゆく過程で太鼓祭りは欠かせない存在となっている。 

 主体的に参加することができない女性についても、子育て経験を通して、次第に太鼓台

に興味を持つようになる。子どもが「太鼓ごっこ」や学校での「お祭り集会」や子供会の

「子ども太鼓」を通して太鼓祭りに興味を持つ過程があり、女性である母親たちも、子ど

もに付いていくなかで太鼓祭りの「面白さ」に親しんでいくようになる。 

 ただし、自治会加入率低下の問題も近年生じてきており、祭りを通した地域コミュニテ

ィを今後どのように維持できるのか／衰退していくのか、については更なる調査を通して

継続的に検討していく必要がある。 
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